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世界大学オリエンテーリング選手権（WUOC）2024 報告書 

現地帯同スタッフ 粂早穂・宮本樹 

１．大会概要 

大会名：FISU World University Orienteering Championships（以下、WUOC） 

開催地：Bansko, Bulgaria 

参加国：30 か国（以下の表を参照、Bulletin4 より引用） 

 

  表１．参加国および参加者数 
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２．代表選手、出場種目 

 

表２．選手の名前、所属および出場種目 

 氏名 所属 ス プ リ

ント 

ス プ リ ン ト

リレー 

ミドル リレー 

男子 本庄 祐一 東京大学大学院 〇 〇 〇 〇 

二俣 真 京都大学大学院 〇 〇 〇 〇 

用松 知樹 慶應義塾大学大学院 〇 〇 〇 〇 

永山 遼真 筑波大学大学院 〇  〇 〇 

平岡 丈 京都大学大学院 〇 〇 〇 〇 

石原 潮人 京都大学 〇  〇 〇 

女子 近藤 花保 名古屋大学大学院 〇 〇 〇 〇 

桑原 唯歩 横浜国立大学 〇 〇 〇 〇 

山崎 葵 筑波大学 〇  〇 〇 

樋口 佳那 筑波大学 〇 〇 〇 〇 

松本 萌恵 神戸大学大学院 〇 〇 〇 〇 

柴﨑 愛有 新潟大学卒 〇  〇 〇 

 

３．大会日程、日本チームのスケジュール 

 

表３．遠征日程 

日程 内容 

2024 年 7 月 25 日 ブルガリア到着 

7 月 26 日 現地トレーニング 

7 月 27 日 現地トレーニング 

7 月 28 日 現地トレーニング 

7 月 29 日 現地トレーニング 

7 月 30 日 大会受付 

7 月 31 日 モデルイベント 

8 月 1 日 スプリント、開会式 

8 月 2 日 スプリントリレー 

8 月 3 日 レストデイ 

8 月 4 日 ミドル 

8 月 5 日 リレー、閉会式 

8 月 6 日 解散 
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４．大会結果 

スプリント（2024 年 8 月 1 日、男子 131 名、女子 114 名出走） 

男子：3.9 km ↑35m 

順位 氏名 国名 タイム 

1 Guilhem VEROVE France 13:55 

2 Benjamin NASLUND Sweden 13:57 

3 Gustav RUNEFORS Sweden 13:58 

61 Shin FUTAMATA Japan 16:00 

61 Jo HIRAOKA Japan 16:00 

67 Tomoki YOMATSU Japan 16:24 

81 Yuichi HONJO Japan 16:56 

86 Ryoma NAGAYAMA Japan 17:14 

104 Shioto ISHIHARA Japan 18:32 

 

女子：3.2 km ↑30m 

順位 氏名 国名 タイム 

1 Ana Isabel TOLEDO NAVARRO Spain 12:16 

2 Eline GEMPERLE Switzerland 12:33 

3 Cecile CALANDRY France 12:39 

44 Moe MATSUMOTO Japan 14:15 

47 Kaho KONDO Japan 14:19 

67 Airi SHIBASAKI Japan 15:16 

75 Kana HIGUCHI Japan 15:30 

85 Yuiho KUWAHARA Japan 16:51 

 Aoi YAMASAKI Japan mp 
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スプリントリレー（2024 年 8 月 2 日、42 チーム出走） 

順位 氏名 タイム 

1 United Kingdom 1 50:58 

 Rachel BROWN 

Peter MOLLOY 

Edward NARBETT 

Fiona BUNN 

13:08 

12:29 

12:33 

12:48 

2 Switzerland 1 51:06 

 Ines BERGER 

Reto EGGER 

Fabian AEBERSOLD 

Eline GEMPERLE 

13:00 

12:43 

12:26 

12:57 

3 France 2 52:05 

 Tifenn MOULET 

Mathias BARROS-VALLET 

Quentin ANDRIEUX 

Alina PALCAU 

13:21 

12:24 

12:27 

13:53 

11 Japan 1 55:05 

 Kaho KONDO 

Shin FUTAMATA 

Yuichi HONJO 

Yuiho KUWAHARA 

13:17 

13:23 

13:55 

14:30 

 Japan 2  

 Moe MATSUMOTO 

Tomoki YOMATSU 

Jo HIRAOKA  

Kana HIGUCHI 

mp 

mp 

13:40 

15:00 
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ミドル（2024 年 8 月 4 日、男子 132 名、女子 114 名出走） 

男子：4.6 km ↑230m 

順位 氏名 国名 タイム 

1 Axel GRANQVIST Sweden 30:13 

2 Quentin MOULET France 30:36 

3 Quentin ANDRIEUX France 31:19 

69 Ryoma NAGAYAMA Japan 38:34 

70 Jo HIRAOKA Japan 38:37 

82 Yuichi HONJO Japan 40:42 

92 Shioto ISHIHARA Japan 44:53 

93 Shin FUTAMATA Japan 45:13 

95 Tomoki YOMATSU Japan 47:34 

 

女子：3.7 km ↑150m 

順位 氏名 国名 タイム 

1 Ines BERGER Switzerland 30:43 

2 Johanna KALLVIK LEUFVEN Sweden 31:12 

3 Cecile CALANDRY France 31:26 

41 Kana HIGUCHI Japan 40:27 

48 Moe MATSUMOTO Japan 41:34 

56 Aoi YAMASAKI Japan 42:38 

61 Airi SHIBASAKI Japan 43:16 

67 Kaho KONDO Japan 46:22 

77 Yuiho KUWAHARA Japan 50:08 
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フォレストリレー（2024 年 8 月 5 日、男子 38 チーム、女子 31 チーム出走） 

男子 

順位 氏名 タイム 

1 Switzerland 1 1:24:07 

 Dominic MUELLER 

Reto EGGER 

Fabian AEBERSOLD 

28:38 

27:50 

27:39 

2 France 1 1:24:32 

 Basile BASSET 

Quentin ANDRIEUX 

Quentin MOULET 

28:29 

28:29 

27:34 

3 Sweden 1 1:25:31 

 Gustav RUNEFORS 

Jonathan GUSTAFSSON 

Axel GRANQVIST 

29:32 

26:41 

29:18 

13 Japan 1 1:39:59 

 Ryoma NAGAYAMA 

Jo HIRAOKA 

Yuichi HONJO 

34:02 

33:05 

32:52 

nc Japan 2 1:45:00 

 Shin FUTAMATA 

Tomoki YOMATSU 

Shioto ISHIHARA 

32:34 

37:58 

34:28 
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女子 

順位 氏名 タイム 

1 Sweden 1 1:27:26 

 Frida VIKSTROM 

Tilde BACKLUND 

Johanna KALLVIK LEUFV 

28:57 

29:34 

28:55 

2 Switzerland 1 1:28:47 

 Corina HUENI 

Alina NIGGLI 

Ines BERGER 

28:54 

30:34 

29:19 

3 Finland 1 1:32:44 

 Anniina TAIPALE 

Tessa Salmia 

Hanne HILO 

28:52 

34:10 

29:42 

16 Japan 2 2:01:54 

 Airi SHIBASAKI 

Moe MATSUMOTO 

Kaho KONDO 

33:39 

43:53 

44:22 

nc Japan 1 2:02:12 

 Kana HIGUCHI 

Aoi YAMASAKI 

Yuiho KUWAHARA 

36:16 

37:39 

48:17 

 

 

５．総括 

2024 年度の世界大学オリエンテーリング選手権は、ブルガリアのバンスコにて、8 月

１日から８月 6 日の日程で開催されました。 

 今回の代表メンバーは、4 月に開催された選考会等の結果を踏まえて、男女各 6 名 12

名が選考されました。 

 

 日本チームの成績については上記の通りです。個人種目では、スプリントで松本選手

が 44 位、二俣選手・平岡選手が 61 位、ミドルで樋口選手が 41 位、永山選手が 69 位

と好成績を収め、また、リレーではスプリントリレーで国別 11 位、フォレストリレー

で男子 13 位、女子 16 位と、アジア勢として存在感のある結果を残しています。 

今回のチームは 12 名全員のレベルが高く、それぞれの選手が自分の得意とする種目

で自己のパフォーマンスを発揮しました。望んだ走りが出来なかった選手もいました
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が、それは選手自身がこの舞台へ真摯に向き合い更なる高みを目指したからこそでも

あるので、今大会をステップとして、今後世界選手権等の国際大会での活躍を期待した

いですし、期待が出来る選手達だと帯同を通して感じました。 

一点、次大会ではリレーの選考方法について、派遣団体にて改めて検討いただいた方

が良いと感じました。今回は選手主体で選考方法を決め、委任された種目のみオフィシ

ャルにて選考する形としていました。しかし、普段から共に活動しているメンバー同士

というわけではないので、選手で決める場合は遠慮も生まれてしまい、ベストの布陣で

はなかったチームもあったように感じています。オフィシャルだけで選考することが最

適解とは思いませんが、選手の意向を聞いた上で第三者が全体を見て決定する形の方

が数少ない国際大会での出走機会を活かし、かつ日本チームの最大のパフォーマンス

を出すことが出来るのではないかと思います。 

 

 末筆ではございますが、セレクションや壮行会、合宿などでご尽力いただきました関

係者の皆様、そして代表選手へスポンサードいただきました企業の皆様、各選手へ壮行

会を開催していただいた皆様、派遣団体である公益社団法人日本オリエンテーリング協

会・日本学生オリエンテーリング連盟のご関係者各位、そして日本から選手へ熱い声援

を送っていただいた皆様に、この場をお借りして感謝を申し上げます。 


